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麻酔・蘇生科学分野 
論文 
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7. 村田寛明：Q70 体幹神経ブロックの局所麻酔薬の極量について教えてください．（上嶋浩順，大嶽浩司（編）：末梢

神経ブロックの疑問 Q&A70，中外医学社，東京，pp. 227-229 所収）2017 
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インクリニック学会誌 24 (3): 406, 2017 

5. 村田寛明，樋田久美子，山本裕梨，吉﨑真依，原 哲也：重症気管支喘息と重症筋無力症を合併した肥満患者の乳
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176, 2017 
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長谷敦子，濱田久之：長崎大学病院における研修医ニーズに基づく漢方教育法についての検討．医学教育 48 Suppl.: 
233, 2017 

10. 長谷敦子，小畑陽子，松島加代子，森 美紀子，野口知樹，長谷英毅，濱田久之：臨床研修医の超過勤務登録ソフ

ト<超勤チェック(仮称)>の開発．医学教育 48 Suppl.: 246, 2017 
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和度と blood volume index の変化．Cardiovascular Anesthesia 22 suppl: 344, 2017 

13. 原田弥生，石﨑泰令，吉﨑真依，一ノ宮大雅，柴田伊津子，原 哲也：TAVI 新規参入病院における，TAVI での様々

な合併症，症例報告．Cardiovascular Anesthesia 22 suppl: 352, 2017 

14. 三尾友理，一ノ宮大雅，稲冨千亜紀，柴田伊津子，原 哲也：小児癌手術においてミダゾラムの併用によりプロポ

フォールを減量した TIVA の 2 症例．日本小児麻酔学会誌 23 (1): 148, 2017 

15. 村田寛明：胸壁で行う超音波ガイド下神経ブロックのピットフォール．日本臨床麻酔学会誌 37 (6): S143, 2017 

16. 原 哲也：周術期循環管理の新提案－EV1000 を使いこなす－．日本臨床麻酔学会誌 37 (6): S208, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 9 15 0 42 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

原 哲也・教授 副会長 日本尊厳死協会：九州支部・ながさき 

原 哲也・教授 代議員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 学術集会循環 WG メンバー 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 専門医試験委員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 学術誌査読員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 評議員 日本臨床麻酔学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本臨床麻酔学会 

原 哲也・教授 理事 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・教授 評議員 日本ペインクリニック学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本ペインクリニック学会 

原 哲也・教授 九州支部評議員 日本集中治療医学会 

原 哲也・教授 評議員 日本神経麻酔集中治療学会 

原 哲也・教授 評議員 日本循環制御医学会 

原 哲也・教授 学術委員会副委員長 日本蘇生学会 

原 哲也・教授 Abstract reviewer International Anesthesia Research Society 

原 哲也・教授 委員 長崎県移植医療推進協議会 

原 哲也・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会 

原 哲也・教授 運営指導委員 長崎南高等学校 SSH 運営委員会 
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長谷敦子・教授 理事 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 評議員 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 心肺蘇生法普及委員会 委員長 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 評議員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 男女共同参画推進特別委員会 委員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 選挙代議員 日本医学教育学会 

長谷敦子・教授 評議員 九州救急医学会 

長谷敦子・教授 救急 ICU ワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会 

長谷敦子・教授 男女共同参画推進委員会 委員 全国医学部長病院長会議 

長谷敦子・教授 各区域地域医療構想調整会議 委員 長崎県 

長谷敦子・教授 利益相反管理委員会 委員 日本外傷学会 

前川拓治・准教授 第 1・循環 WG サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

前川拓治・准教授 委員 全国国立大学病院手術部会議 

吉富 修・准教授 第 1・循環 WG サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

吉富 修・准教授 代議員 日本麻酔科学会 

山下和範・准教授 評議員 日本集団災害医学会 

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会 

山下和範・准教授 委員 長崎市地域ＭＣ協議会 

山下和範・准教授 インストラクター 日本ＤＭＡＴ 

山下和範・准教授 災害医療コーディネーター 長崎県 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Korean Journal of Anesthesiology 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Journal of Anesthesia 

村田寛明・准教授 世話人 九州超音波麻酔アカデミー 

村田寛明・准教授 世話人 末梢神経ブロック教育研究会 

村田寛明・准教授 Faculty members Regional Anesthesia Asia 

村田寛明・准教授 Workshop coordinator New York School of Regional Anesthesia 

村田寛明・准教授 麻酔科関連 WG サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

村田寛明・准教授 日本区域麻酔検定試験委員 日本区域麻酔学会 

村田寛明・准教授 教育インストラクター（神経ブロック） 日本臨床麻酔学会 

村田寛明・准教授 第 38 回大会 プログラム委員 日本臨床麻酔学会 

柴田伊津子・講師 代議員 日本麻酔科学会 

関野元裕・講師 救急・ICU WG サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

関野元裕・講師 ARDS 診療ガイドライン作成委員会システマテ

ィックレビュー作成委員 
日本呼吸療法医学会/日本集中治療医学会 

石井浩二・助教 代議員 日本緩和医療学会 

長谷敦子・教授 長崎県消防学校講師（救急科教育） 長崎県消防学校 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

原 哲也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
高血糖における心保護戦略の開発：PDE3 阻

害薬の効果 
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吉富 修・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
バランス麻酔の虚血心筋保護戦略－心肺蘇

生モデルによる検討－ 

村田寛明・准教授 MSD 株式会社 
コントリビューショングループ 

代表 自動間獣的投与法を用いた持続神経ブロッ

ク法の鎮痛効果と安全性の検討 

柴田伊津子・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
心筋虚血再灌流障害に対する GLP-1 受容体

の役割と心筋保護戦略 

関野元裕・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）敗血症性ショックと小腸粘膜

障害 －新規治療ターゲットとしての基盤確

立－ 

稲冨千亜紀・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
高濃度酸素吸入が幹細胞の動員と臓器虚血

再灌流障害に与える影響 
一ノ宮大雅・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

新規糖尿病治療薬である SGLT2 阻害薬の心

保護作用への影響と細胞内機序 

髙村敬子・助教 輔仁会 平成２９年度「若手教育研

究者助成のための助成金」 
代表 死後 CT データの肉眼解剖学実習への活用 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

長谷敦子・教授 長崎県消防学校講師（救急科教育） 長崎県消防学校 

関野元裕・講師 非常勤講師（歯科麻酔学） 長崎大学歯学部 

関野元裕・講師 非常勤講師（救急看護認定看護師教育課程）  日本赤十字九州国際看護大学 

髙村敬子・助教 非常勤講師（解剖学実習） 長崎医療技術専門学校 

 
 


